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第１回尾張旭市総合計画審議会 会議録 

 

１ 開催日時 

  令和５年３月２３日（木） 午後３時から午後４時３０分まで 

２ 開催場所 

  尾張旭市役所南庁舎３階講堂２ 

３ 出席委員 

  鈴木 厚子、荒谷 弘美、森 喜美、佐藤 庸子、 

  山内 雄一朗（代理：朝見 政広）、高橋 芳江、星野 幸子、 

  フロルデリスゴメス 佳子、岡崎 信久、松宮 朝、伊藤 雅一、 

  三浦 哲司、加藤 千晴、山本 恵美子    １４名 

４ 欠席委員 

  杉本 祐也    １名 

５ 傍聴者数 

  １名 

６ 出席した事務局職員等 

  企画部長 臼井 武男、企画課長 山下 昭彦、政策企画係長 田中 広樹、 

  政策企画係主査 奥村 香絵、政策企画係主査 北川 歩、 

  三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング㈱名古屋（ＭＵＲＣ） 佐々木 雅一 

７ 議題等 

 ⑴ 尾張旭市総合計画とこれまでの策定過程について 

 ⑵ 計画策定の背景について 

 ⑶ 審議会の今後の進め方について 

８ 会議の要旨 

企画部長  ただいまから第１回尾張旭市総合計画審議会を始めさせ

ていただきます。私は、本審議会の会長が選出されるまで

の間、議事の進行を務めさせていただきます、企画部長の

臼井と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 まずもって皆さん、本日は大変お忙しい中、そして足元

の悪い中、本審議会に御出席をいただきまして、誠にあり

がとうございます。また、日頃から本市行政に格別の御理

解と御協力を賜っておりますことに対し、この場をお借り

して厚く御礼申し上げます。 

 さて、お手元の資料に「委嘱状」がございます。本来で

あれば、お一人様ずつ市長よりお渡しをさせていただくべ

きところですが、時間の都合上、今回はこうした形でお渡
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しさせていただきますので、何卒御了承くださるようお願

いいたします。 

 そして、特に記載はございませんが、委員の任期につき

ましては、後ほど御確認いただく尾張旭市総合計画審議会

規則の規定に基づき、今回の調査及び審議が終了するまで

となります。御多忙の中、長期間にわたってお世話になり

ますので、なにとぞよろしくお願いいたします。 

 本日は、お手元の次第に沿って進めさていただきます

が、ここで会の開会にあたり、市長より一言御挨拶を申し

上げます。 

市長  皆様、こんにちは。尾張旭市長の柴田でございます。 

 本日は、大変御多忙の中、第１回尾張旭市総合計画審議

会に御参集いただき、誠にありがとうございます。また、

皆様方におかれましては、本審議会の委員の委嘱に対して

御快諾を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、本市では、昭和４８年に最初の計画を策定して以

来、本市の最上位計画として、約１０年ごとに総合計画を

策定し、これに基づき市民の皆様とともに街づくりを進め

てまいりました。そうした中、今回策定することとなりま

した第六次の総合計画は、計画的な市政運営を推進するだ

けでなく、市民や事業者の皆様と将来のビジョンを共有す

るため、これまで多くの皆様方とともに策定作業を進めて

まいりました。その際にお寄せいただきました意見を拝見

しますと、本市を「住みやすい街」と感じておられる方が

大勢いらっしゃったほか、多くの方々が本市に愛着を感じ

ておられることも分かりました。また、その一方で、本市

に対しては、様々な期待や要望をお持ちであることも分か

りました。 

 こうした中、近年では、人口減少や少子超高齢化のほ

か、相次ぐ大規模災害や環境問題の深刻化など、様々な課

題への対応も求められております。このため、今回の第六

次総合計画につきましては、こうした様々な要望や課題な

どを踏まえた上で、今後、多くの皆様方とともに「街づく

り」を進めるための「道しるべ」になればと考えておりま

す。皆様方におかれましては、豊富な経験やノウハウのほ

か、専門的な知見で、調査審議いただきたいと考えており

ますので、ぜひお力添えのほど、よろしくお願いを申し上

げます。以上、簡単ではございますが、開会にあたっての

挨拶に代えさせていただきたいと思います。 
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 今後、長期間に渡ってお世話になりますが、よろしくお

願いいたします。 

企画部長  それでは次第の２「尾張旭市総合計画審議会の設置根

拠」に移りたいと思います。 

企画課長 （資料２ 尾張旭市総合計画審議会の設置根拠 説明） 

企画部長  ただいま御説明させていただきました根拠等に基づき、

本審議会を運営してまいりたいと考えておりますので、な

にとぞよろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして、次第の３「委員の紹介」に移りた

いと思います。 

企画課長 （資料３ 尾張旭市総合計画審議会委員名簿等 説明） 

企画部長  それでは続きまして、次第の４「会長の選出及び職務代

理者の指定」に移りたいと思います。 

 まず、会長の選出につきましては、規則において「委員

の互選」、つまり委員の皆様の間でお互いに選んでいただ

くこととしております。適任と思われる方がいらっしゃい

ましたら、ぜひ御推薦をいただきたいと存じますが、いか

がでしょうか。 

森委員  現在の第五次総合計画を拝見しますと、その策定時にも

本審議会が開催されています。その際には、名古屋産業大

学の伊藤先生が会長を務められていました。市の大きな計

画となりますので、当然「連続性」といった視点も必要だ

と思います。地元の大学から、日々本市の発展を御覧にな

っている伊藤先生にお願いしてはいかがでしょうか。 

企画部長  ありがとうございます。ただいま森委員から伊藤雅一委

員を御推薦いただきましたが、皆様いかがでしょうか。 

 （異議なしの声） 

企画部長  ありがとうございます。ただいま御異議なしとのお声を

頂戴いたしました。それでは、伊藤雅一委員を本審議会の

会長として選出させていただくことを、ここで決したいと

存じます。それでは大変恐れ入りますが、会長就任にあた

り、伊藤会長から一言、御挨拶を頂戴したいと思います。 

伊藤会長  改めまして名古屋産業大学の伊藤です。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 先ほど、市長の御挨拶の中にもありましたが、今回の総

合計画は、尾張旭市のまちづくりの「道しるべ」になるも

のです。そういった意味で、今後１０年間の「市政運営の

方向」あるいは「まちづくりの方針」を定める非常に重要

な計画になります。 
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 「まちづくり」という言葉について、様々な御理解はあ

ると思いますけども、私自身は「市民の皆さんが様々な暮

らしを営む舞台づくり」というように考えています。多様

性を認め合う中で、「暮らしやすい舞台を作っていく」、

「活動しやすい舞台を作っていく」というのが「まちづく

り」だと思います。そういった意味で、本審議会は各界各

層からお集まりいただいておりますので、皆様の積極的な

御意見をいただきながら、より良い答申をまとめていきた

いと考えています。審議について、御理解と御協力をよろ

しくお願いいたします。 

企画部長  ありがとうございました。それでは続きまして、会長に

事故あるとき、あるいは会長が欠けたときに、会長の職務

を代理していただく「職務代理者」の指定に移りたいと思

います。こちらにつきましては、規則の中で「会長が指定

する」としておりますので、伊藤会長に指定をお願いいた

します。 

伊藤会長  それでは、現在、尾張旭市の地域福祉計画推進会議で、

座長を務めておられる愛知県立大学の松宮先生を指定させ

ていただきたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいた

します。 

企画部長  皆様ありがとうございました。それでは、規則において

「審議会の会議は、会長が議長となる」としておりますの

で、以後の進行につきましては、会長にお願いしたいと存

じます。伊藤会長よろしくお願いいたします。 

伊藤会長  それではこれより私が議事の進行を務めさせていただき

ます。皆様、どうぞよろしくお願いいたします。本日は次

第にありますように「議事」としまして、３つの事項が提

示されております。それぞれ順に進めてまいりたいと思い

ますので、まず企画課より説明をお願いします。 

政策企画係長 

ＭＵＲＣ 

（資料４ 尾張旭市総合計画とこれまでの策定過程につい

て、資料５ 基礎調査結果から見る第六次総合計画策定の

背景について 説明） 

伊藤会長  ただいま「尾張旭市総合計画とこれまでの策定過程につ

いて」、「計画策定の背景について」の説明をいただきま

した。 

 まず、⑴では「総合計画とは何か」といった基本的な部

分のほか、これまで取り組んできた内容として、市民アン

ケートあるいは市民ワークショップ、議会との意見交換等

に関する説明がありました。 
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 また、⑵では、様々なデータから分析した本市の特性や

将来人口のほか、市民の希望する暮らし方、さらには健康

都市の取組についての説明がありました。データから見る

尾張旭市の姿も概観できたのではないかと思います。 

 それでは、以上の内容に対して、御不明な点や御意見等

がありましたら、是非遠慮なく御発言いただきたいと思い

ます。どなたからでも結構ですので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

森委員  資料５の、青とピンクの２種類のグラフは、何を表して

いるのですか。 

政策企画係長  青色は「愛着」についての、ピンク色は「誇り」につい

ての得点を示しております。 

森委員  ２０歳から２９歳は「本市に誇りを感じていない」とい

うことですか。 

政策企画係長  「本市を誇れると感じている人」の割合よりも、「感じ

ていない人」の割合のほうが高くなっております。 

伊藤会長  資料４の「策定の視点」で「未来のあるべき姿や目標か

らバックキャスティングで施策等を検討する」とありま

す。従来の計画は「積み上げて目標に近づける」というフ

ォアキャスティングで策定していましたが、今回はバック

キャスティングということになっています。 

 例えば、気候変動やＣＯ２削減に当てはめると、「２０５

０年までにカーボンニュートラルを実現するため、２０３

０年までにこれだけのＣＯ２を削減する」。これが、バック

キャスティングの方式に適した内容だと思います。一方、

基盤整備等は財源との関係もありますので、やはり積み上

げていかなければならない部分、つまりフォアキャスティ

ングでアプローチしたほうが適している場合もあるのでは

ないかと思います。このため、全てをバックキャスティン

グで検討していくのか、柔軟にフォアキャスティングも混

ぜていくのかについて教えてください。 

政策企画係長  「将来の暮らしが、このようになっていたい」という夢

の実現に向け、どのようにしていくのかを計画としてまと

めるには、バックキャスティングの考え方が適していると

考えたところでございます。 

伊藤会長  バックキャスティングの視点だけで検討すればいいの

か、フォアキャスティングの視点も持ちながら検討すれば

いいのかについては、柔軟に考えれば良いのでしょうか。 

政策企画係長  柔軟に考えていきたいと思います。 
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岡崎委員  バックキャスティングでやっていくということは、先の

目標をしっかりと定めて、そこの目標に対して計画を立て

て、施策を実行していくというのが基本だと思います。 

 環境問題など世の中が激動している中、この先をどう見

ていくのかが非常に重要になると思いますが、これまでの

総合計画は、１０年スパンで基本構想など基本的な考え方

を持ってきました。このように世の中が大きく変わる中に

あっても、基本構想は「１０年間の計画とする」という提

案で良いでしょうか。これを「５年」にしている市町もあ

る中、本市は「１０年間変えない」とする何か想いなどは

ありますか。 

政策企画係長  大きな社会変動などによって、計画期間の中間年次に見

直しすることも予想した上で、１０年間を計画期間として

います。 

岡崎委員  基本的には、１０年間のスパンで、バックキャスティン

グの手法を使いながら総合計画を作っていく、という認識

で良いでしょうか。 

政策企画係長  そのように考えています 

朝見委員  グラフからは「誇りが低い」というよりも「年をとって

誇れることがない」、「失っていく」といった感覚が読み

取れ、「自分のまちに遊びに来たいところはない」といっ

たところなど、自分の感覚と似ていて面白く感じました。 

 こうした地域特性のほかに、財政などの状況も考えなが

ら、バランスを取って計画を策定していくことと思います

が、そちらの情報の共有は、この場の対象ではないという

認識でしょうか。 

政策企画係長  本日、資料を持ち合わせていないため、御提示できませ

んが、今の財政状況につきましては、共有させていただき

ます。 

朝見委員  財政の計画と両輪で進めていくと思っていましたが、そ

ういった部分は、過去の計画には入っていないのですか。 

政策企画係長  過去の計画では財政計画も掲載しておりましたが、１０

年後の財政状況がなかなか見通しにくいところもございま

す。そうしたところは、実施する事業に合わせて対応して

いくという部分もあると考えています。 

企画課長  現在の総合計画でも財政の見通しや歳入歳出の見通しを

お示しし、「こうした計画のもとで、総合計画を推進す

る」という形で構成しております。今回の第六次総合計画

につきましても、やはりお金の関係も含めて検討していく
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必要があると考えておりますので、今後、機会がございま

したら、資料を御提示させていただきたいと思います。 

伊藤会長  現在の総合計画での財政見通しは、「現行制度を基に推

計した場合、こうなる」というものですので、どちらかと

いうとフォアキャスティングのアプローチとなります。そ

ういった意味からすると、財政見通しはフォアキャスティ

ングで、計画内容はバックキャスティングで策定すること

となり、どこかで双方を整理する必要があると思います。

なお、財政見通しは、バックキャスティングではなかなか

できないものだと思います。 

三浦委員  市民の方々が「こうありたい」というところを踏まえ

て、バックキャスティングで策定するということだったと

思いますが、その「あるべき姿」は、具体的にどのように

検討するのでしょうか。 

政策企画係長  市民の皆様からいただいた御意見を参考に検討していく

予定です。 

三浦委員  その場合、現在の尾張旭市を踏まえた意見となるため、

フォアキャスティングになるのではないでしょうか。 

政策企画係長  これらを踏まえて、市民の皆さんがどんな暮らしを希望

しているかを検討し、その実現のためにどんな施策を進め

ていくかという部分をバックキャスティングで検討してい

きたいと考えています。 

三浦委員  「現在お店がないからお店が欲しい」とか「ここをこう

したい」といった想いなどは、まさにフォアキャスティン

グの話であり、そこの整理が付いていないように思いま

す。 

 現在、バックキャスティングが注目され、全国各地の総

合計画でも導入されていますが、「バックキャスティング

ならでは」の内容になっているかというと、難しい部分が

あり、多くのケースがフォアキャスティングになっていま

す。このため、持ち帰って検討していただくなど、再考し

たほうがいいのではないかと思います。 

 必ずしもバックキャスティングにこだわる必要はないの

ではと思いますし、こだわるのであれば、従来のフォアキ

ャスティングではないところで、どこまでできるかという

のを見定める必要があると思います。 

企画課長  御指摘のとおり、他自治体の総合計画に倣って、バック

キャスティングを取り入れた部分もありますので、もう一

度考え方を整理したいと思います。 
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伊藤会長  資料の「将来のまちづくりに向けて認識しておくべき社

会の変化」にあるような変化が、今後１０年間続くことと

なります。その時の尾張旭市はどういう状態にあるのか。

例えば、デジタル社会の中で、メタバースなどの仮想空間

などがありますが、今でもメタバースによって働き方が随

分変わってきています。これがさらに１０年続いた時にど

うなるのか。こうした中での「バックキャスティング」だ

と思いますので、三浦委員から御指摘のとおり、市民アン

ケートは、やはり現状のこととなります。 

 こうした社会変化の中で、これから市民生活が大きく変

わっていった時に、尾張旭市のまちづくりとして、どうい

った課題があるのかというところを捉えていく必要がある

ため、策定のアプローチの方法を整理していただければと

思います。 

松宮委員  「これぐらいの状況を１０年後に作り出す」という強い

想いを持つべき分野が尾張旭市にあるかと思います。 

 例えば「少しずつ増やしていけばいい」とか「改善して

いけばいい」という施策は、会長の指摘のとおりフォアキ

ャスティング的な考え方で取り組むべきだと思います。 

 逆に、２０代の愛着と誇りのように、現状の満足度が低

く、「５％ずつ向上する」や「少しずつ増やしていく」と

いった次元ではない部分については、思い切って目標を掲

げ、バックキャスティングの手法を用いて、進めるべきと

ころを絞っていけると、非常にメリハリの付いた計画にな

るのではないかと思います。シビックプライドや愛着、誇

りといったところは、結構気にされると思います。 

 住みよく、若い世代が定住していく「持続可能なまち」

というのを考えている気がしますので、「こういうところ

は、思い切った魅力ある事業を打ち出していく」など、と

にかく「全てをバックキャスティングでやる」というもの

のではないと思います。 

伊藤会長  重点的に取り組む部分をバックキャスティングで考え、

それ以外をフォアキャスティングで考えていくという意見

でした。 

企画課長  これまでの総合計画は「あれもこれも」といった内容で

したが、今後はそういう訳にもいかないため、今回の計画

では重点分野を明らかにしたいと考えておりますが、そう

した分野はバックキャスティングで考えるなどの整理をし

ていきたいと思います。 
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鈴木委員  資料５のシビックプライドが得点表記となっています

が、どういった計算方法になっているのかを、簡単に御説

明いただければと思います。 

 日中市外に出ていく年齢層の得点が低く、中学生や高齢

者の方たちなど、日中市内にいる方の得点が高くなってい

るという点が興味深く、市民のプライドを高くするために

は、市民を市外に出さなければいいのではないかと思いま

した。その辺りを上手く反映できると良いと思います。 

ＭＵＲＣ  こちらの資料は「ネットプロモータースコア」というマ

ーケティングの手法を用いており、計算方法としまして

は、愛着に関する点数を、１０点を最高点、０点を最低点

として回答していただいています。 

 また、１０点から８点を選んだ方を「評価している方」

として、５点から０点を選んだ方を「評価していない方」

として割合を算出し、それらの差を資料にまとめておりま

すので、マイナスの場合は「評価をしていない方が多い」

ということになります。 

企画課長  市外に出た方の評価は低く、市内にいらっしゃる方の評

価は高いという結果の理由までは分析しておりませんが、

高校生から２０代ぐらいの時期は、少し外の世界に憧れる

というところが強くなっていく時期かと思います。そうい

った部分もこのグラフに表れているのではないかと思いま

す。 

ＭＵＲＣ  別のアンケートで、「２０代」は「まちで住み続けてい

く上で必要なもの」と、「尾張旭市に備わっているもの」

の差が大きい、つまり「期待しているが、それが備わって

いない」とする回答が多くなっています。 

 また「２０代」は、「まちで暮らしていく上で必要なも

のがたくさんある」としておりますので、「期待する部分

が多い」というのも特徴となっています。 

 年を重ねていくと「期待するもの」や「要求するもの」

が減っていくようなところも、愛着と誇りの結果に表れて

いると思います。 

伊藤会長  その他に御意見等ありましたら、審議会終了した後でも

結構ですので、企画課にお伝えいただきますようよろしく

お願いします。 

 続きまして「審議会の今後の進め方について」に移りた

いと思いますので、企画課から説明をお願いします。 

企画課長 （資料６ 審議会の今後の進め方について 説明） 



－10－ 

伊藤会長  ただいま「審議会の今後の進め方について」説明があり

ました。対象とする範囲が広いため、計画の全体的な事項

は「全体会」で、また、分野ごとの事項は「３つの部会」

で調査審議していきたいとのことでした。 

 なお、現在の第五次総合計画の策定の際にも、効率的な

調査審議を進めるため、同様に部会を設置していました。

皆様方におかれましても、ただいまの提案のように対象を

絞って調査審議をした方が進めやすいと思いますが、まず

は部会を設置することについて、御意見がありましたら、

ぜひ御発言をお願いしたいと思います。 

森委員  資料見ますと、市の最上位計画となっていますので、範

囲が非常に広くなっています。それを、よりしっかりと調

査審議しようと思うと、市の提案のとおりで良いのではな

いかと思います。 

 また、日程についても、これだけ多くの委員の皆さんが

いらっしゃるので、できるだけ早めに決められると都合も

つきやすいと思います。このため、スケジュールについて

も、提案のとおり進めていくということでよろしいのでは

ないでしょうか。 

伊藤会長  他に御意見はございますか。 

 （意見なし） 

伊藤会長  他に意見も無いようですので、ただいまの森委員からの

御意見のとおり、計画の全体的な事項は全体会で、また、

分野ごとの事項は３つの部会で調査審議したいと思います

が、皆さんよろしいでしょうか。 

 （異議なしの声） 

伊藤会長  ありがとうございます。続いて各部会の構成内容に関し

て意見等はありますか。 

 （意見なし） 

伊藤会長  御異議なしとことですので、お手元の資料の内容とお

り、各部会を構成することとしたいと思います。各部会の

進行方法などについて、企画課から補足説明はあります

か。 

企画課長  私どもの案をお認めいただきまして、ありがとうござい

ました。なお、効率的に各分野の調査審議を進めるため、

各分野に部会長とその職務代理を設定させていただければ

と考えていますが、各分野に関して造詣の深い、伊藤会長

と松宮委員、そして三浦委員に、各部会長をお願いできれ

ばと考えております。 
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伊藤会長  ただいまの説明では、第１部会の福祉・子育て分野の部

会長を松宮委員に、第２部会の都市整備・環境・教育分野

の部会長を私に、第３部会の安心・活力・行政経営分野の

部会長を三浦委員にとのことでしたが、委員の皆様、それ

でよろしいでしょうか。 

 （異議なしの声） 

伊藤会長  ありがとうございます。松宮委員と三浦委員は、各分野

の部会長をお願いしてよろしいでしょうか。 

松宮委員 （承諾する旨の声） 

三浦委員 （承諾する旨の声） 

伊藤会長  ありがとうございます。それでは第１部会は松宮委員、

第２部会を私、そして第３部会は三浦委員を部会長にした

いと思います。なお、職務代理者については、各部会で別

途選任していただくこととしたいと思います。 

 それでは続いて、会議開催の候補日程の確認に移りたい

と思います。なお、本日は今後のスケジュールを御確認い

ただけるものを持ち合わせていない場合もあるかと思いま

すので、分かる範囲内で確認してまいりたいと思います

が、企画課から何か補足説明はありますか。 

企画課長  各部会の部会長を御承諾いただきまして、ありがとうご

ざいました。今後の会議開催日程につきましては、色々と

御調整いただく部分もあるかと思いますが、全体会の日程

につきましては、御覧のような日程で設定をさせていただ

ければと思います。また、会議時間としましては、毎回１

時間３０分程度を予定しておりますので、午前の場合は１

０時から１１時３０分まで、午後の場合は１時３０分から

３時までを原則とさせていただきたいと考えております。  

 なお、各部会の日程調整につきましては、皆様の御都合

をお聞かせいただくための用紙をお手元にお配りさせてい

ただきます。こちらに御記入の上、恐れ入りますが、４月

１０日の月曜日までに返送してくださるようお願いいたし

ます。なお、御都合の良し悪しだけをメールで御連絡いた

だいても結構でございます。以上、勝手ばかり申し上げて

大変恐縮ですが、なにとぞよろしくお願いいたします。 

伊藤会長  ただいま部会の日程調整表をお手元にお配りしましたの

で、４月１０日までに企画課へ提出していただきたいと思

います。なお、全体会の日程の中で、御都合の悪い日はあ

りますか。 

 （都合について発言あり） 
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伊藤会長   御意見によりますと、第２回を６月２３日（金）の午前

１０時から１１時半まで、第３回を９月２２日（金）の午

前１０時から１１時半まで、第４回を１０月２５日（水）

の午後１時３０分から３時までとさせていただいてよろし

いでしょうか。なお、第４回は教育委員会との日程調整が

必要かと思いますので、企画課で対応してください。 

 また、本日確認できない方は、確認でき次第、企画課に

連絡していただきたいと思います。 

企画課長  最終的な調整結果につきましては、改めて御連絡をさせ

いただきますので、よろしくお願いします。 

岡崎委員  部会の開催時間は、全体会と同じでよろしいですか。 

企画課主査  午前であれば１０時から、午後であれば１時３０分から

を原則として、御回答いただきたいと思います。どうして

も日程の調整がつかなければ、個別に調整させていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

伊藤会長  部会は５名で構成となりますので、日程が合わなければ

別途調整ということでお願いします。 

 それでは、最後に次第の７「その他」に移りたいと思い

ます。 

企画部長  本日は皆さん長時間にわたりまして、貴重な御意見をた

くさんいただくことができました、誠にありがとうござい

ました。御助言いただいた点などにつきましては、内部で

しっかりと検討させていただきたいと思っております。 

 そして、次回以降には、第六次総合計画に関する具体の

内容の調査審議をお願いしていくことになります。 

 引き続き大変お世話になると思いますので、改めてよろ

しくお願いいたします。なお、大変恐縮ですが、皆様のお

手元に資料をお届けするのが、会議の直前になってしまう

場合もあるかと思いますが、なにとぞ御理解をいただきた

いと存じます。よろしくお願いいたします。 

 それでは最後に企画課より１点、皆様に御連絡させてい

ただきます。 

政策企画係長  本審議会の報酬につきましては、１回の会議出席につき

６，４００円から所得税を差し引いた額を月ごとに取りま

とめ、翌月にお振り込みさせていただきますので、御承知

おきください。また、源泉徴収等を行いますので、マイナ

ンバーの届出が必要となります。ただし、市から報酬の受

取などがある方は、既にマイナンバーをお伝えいただいて

いるかと思いますので不要となります。 
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 詳しくは、第２回審議会の開催案内の中で、御連絡させ

ていただきますので、よろしくお願いします。 

伊藤会長  それではこれを持ちまして、第１回尾張旭市総合計画審

議会を閉会とします。次回の審議会は、６月２３日の午前

１０時から開催することとなります。別途、企画課から開

催通知があるかと思いますので、よろしくお願いします。 

 


